
l

教
育
相
談
窓
口
に
つ
い
て

　

教
育
相
談
は
、
心
理
相
談

員
が
左
記
の
日
程
で
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

　

ご
自
身
の
学
校
で
の
悩
み

や
、
お
子
さ
ん
に
つ
い
て
心

配
な
こ
と
を
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

エ
コ
ー
ル
み
よ
た
生
涯
学

習
係（
32
）２
７
７
０
ま
た
は

（
32
）９
１
０
０
へ
か
け
て
い

た
だ
き
、
心
理
相
談
室
内
線

１
１
７
番
へ
繋
ぐ
よ
う
お
伝

え
く
だ
さ
い
。

相
談
日
・
相
談
時
間

　

相
談
日
…
水
曜
日

　

相
談
時
間
…

 

午
後
２
時
〜
５
時

　

相
談
場
所
…
心
理
相
談
室

　

相
談
料
…
無
料

　

あ
ら
か
じ
め
電
話
で
相
談

日
時
を
決
め
ま
す
。
水
曜
日
、

午
後
２
時
〜
４
時
30
分
の
間

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

● 

テ
レ
ビ
、
ビ
デ
オ
、
ゲ
ー
ム
は
時

間
を
決
め
て
け
じ
め
を
つ
け
る
。

● 

寝
る
ま
で
の
生
活
パ
タ
ー
ン
を

大
切
に
す
る
。

● 

朝
起
き
て
強
い
光
を
目
に
入
れ

る
と
、
14
時
間
後
に
メ
ラ
ト
ニ

ン
が
出
始
め
る
。

● 

夕
食
・
入
浴
・
勉
強
を
済
ま
せ

ぐ
っ
す
り
眠
る
。１
時
間
後
か
ら

成
長
ホ
ル
モ
ン
が
活
性
化
す
る
。

〔
効
果
的
な
食
事
・
生
活
〕

★ 
運
動
後
に
バ
ナ
ナ
を
食
べ
て
グ

リ
コ
ー
ゲ
ン
を
回
復
さ
せ
る
。

★ 

ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
後
、
す

ぐ
に
食
事
を
し
て
筋
力
ア
ッ
プ
。

★ 

勉
強
し
た
記
憶
は
夜
に
定
着
。

★ 

夜
型
か
ら
朝
型
に
切
り
替
え
る
。

〔
悪
循
環
を
断
ち
切
ろ
う
〕

● 

夜
更
か
し

● 

朝
寝
坊

● 

慢
性
の
時
差
ぼ
け

　
「
生
活
が
変
わ
れ
ば
体
力
・
気

力
・
学
力
も
変
わ
る
」と
題
し
て
、

東
海
大
学
教
授
小
澤
治
夫
先
生
の

講
演
会
が
御
代
田
中
学
校
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

基
本
的
生
活
習
慣
の
大
切
さ
、

規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム
の
必
要

性
に
つ
い
て
、
お
話
を
さ
れ
ま
し

た
の
で
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

〔
朝
食
抜
き
は

 

体
温
・
学
力
が
低
い
〕

　

最
近
の
子
ど
も
は
就
寝
時
刻
が

遅
い
た
め
、
睡
眠
を
促
す
メ
ラ
ト

ニ
ン
が
朝
方
ま
で
出
て
い
る
た
め

目
覚
め
が
す
っ
き
り
せ
ず
、
朝
ご

飯
も
食
べ
な
い
で
登
校
し
、
授
業

中
寝
て
い
る
子
が
多
い
で
す
。
冬

眠
中
の
熊
と
同
じ
状
態
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
体
力
低
下
と
学
力
低

下
の
原
因
は
、
し
っ
か
り
食
事
を

し
て
い
な
い
た
め
に
体
温
が
低
く

な
り
体
調
不
良
が
生
じ
、「
気
分

が
す
ぐ
れ
な
い
」「
学
校
に
行
き

た
く
な
い
」「
学
習
に
集
中
で
き

な
い
」な
ど
、
自
立
神
経
失
調
症

状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
子
ど
も
の
変
調
は
、

「
心
の
お
か
し
さ
」と
い
う
よ
り
、

「
体
の
お
か
し
さ
」が
原
因
で
す
。

〔
８
つ
の
生
活
習
慣
の
慣
行
〕

● 

朝
食
を
し
っ
か
り
食
べ
る
。

● 

毎
日
、
排
便
を
す
る
。

● 

遅
刻
を
し
な
い
。

● 

学
校
で
眠
ら
な
い
。

● 

体
を
動
か
す
運
動
を
す
る
。

● 

毎
日
、
２
時
間
勉
強
す
る
。　

● 

湯
船
に
つ
か
っ
て
入
浴
す
る
。

● 

７
時
間
前
後
の
睡
眠
を
と
る
。

〔
メ
ラ
ト
ニ
ン
を
高
め
る
生
活
〕

● 

朝
日
を
し
っ
か
り
浴
び
る
。

● 

品
数
多
い
朝
食
を
食
べ
る
。

● 

昼
間
は
た
っ
ぷ
り
運
動
す
る
。

● 

昼
寝
は
早
め
に
切
り
上
げ
る
。

尾
台
良り

ょ
う

左す
け

不
登
校
対
策
専
門
員

〔
生
活
の
立
て
直
し
〕

　

食
事
、
運
動
、
休
養
を
中
心
と

し
た
生
活
習
慣
の
改
善

★ 

習
慣
を
変
え
れ
ば
行
動
が
変
わ

る
。

★ 

行
動
が
変
わ
れ
ば
態
度
が
変
わ

る
。

★
態
度
が
変
わ
れ
ば
心
が
変
わ
る
。

★
心
が
変
わ
れ
ば
人
生
が
変
わ
る
。

〔
見
直
そ
う
家
庭
生
活
〕

　

早
寝
、
早
起
き
、
朝
ご
飯
、
運

動
の
生
活
習
慣
づ
く
り

「
家
族
の
絆
や
体
験
を
深
め
る
」

「
生
活
習
慣
を
確
立
す
る
」

「
家
庭
学
習
の
習
慣
化
を
図
る
」

人間

豊かさ

運命

人生
習慣

行動

態度

人格
心

生活リズム 深い
睡眠

体調
良好

学習
部活

食事
入浴

朝食

目覚め
すっきり

力を
出し切る
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御
代
田 

連
絡
先　
佐
久
広
域
連
合
御
代
田
消
防
署（
32
）０
１
１
９

　年末年始は火気を使用する機会が多くなり、さらに師走の慌しさで火への
注意もおろそかになりがちです。火事にならないよう気をつけたいポイント
をまとめてみましたので、日ごろから心がけておきましょう。

コンロ
　建物火災の出火原因の第1位は、ほぼ毎年、「コンロ」です。特に気をつけたいのが、揚げ物
料理をしているとき。天ぷら油をコンロの火にかけて加熱し続けていくと、油が高温になり、
コンロの火から引火しなくても、油自身が自然と燃え上がります。油の量が少なければ、より
早く発火します。IHヒーターを使っている方は、必ず付属の天ぷら鍋を使用し、節約のため
に少ない油で揚げ物をしようとせず、定められた油の量で調理をしましょう。「コンロに火を
つけたままその場を離れない」といった心がけを大切にして、台所からの火災を防ぎましょう。

ストーブ
　ストーブも毎年、建物火災の出火原因の上位にあがります。ストーブ自体が原因で出火す
るのではなく、灯油とガソリンを間違えて入れたり、ストーブの上に洗濯物を干していてそ
れが落ちたり、カーテンに燃え移ったり、いわゆる「人災」によって火災になったものが圧倒
的です。ストーブは冬場、毎日使う身近なものですが「火の近くには燃えやすい物は置かな
い」という基本さえ守っていれば、簡単に火災を防ぐことができます。

放火されないために
　このほど消防庁から発表された「平成24年1月～6月における火災の概要」によると、総出火件
数の出火原因別は「放火」が第1位（11.4%）、「たばこ」が第2位（9.5%）で、特に「放火」および「放
火の疑い」を合わせると、18.5%も占めています。年末の大掃除にあわせて、家のまわりに置い
てあるダンボールや新聞紙など燃えやすい物を除去し、常に整理しておくことを心がけましょう。

たばこ
　たばこも常に、火災原因の上位にあがるものです。寝たばこは絶対にしないようにし、寝
ると決めたらたばこの火は確実に消しましょう。また、マッチやライターを子どもの手の届
くところには置かないよう注意しましょう。たばこの投げ捨ては、火災につながるのみなら
ず、マナー違反ですので、絶対にしてはいけません。

年末年始に多い事故
　高齢者や幼児による、お餅をのどに詰まらせる事故があります。お手数でも小さく切るなどの
配慮をお願いします。また、浴室や脱衣所、トイレでは、急激な温度変化により、血圧が上がった
り脈拍が早くなったりするなど、体に負担を及ぼすことがあります。入浴する前には、浴室や脱
衣所を暖めておき、トイレ内も暖めるなど、急激な温度変化がないようなお気遣いをお願いします。

火災は、注意さえしていれば、そのほとんどが防げます。
外出前や就寝前には、念のためにもう一度火の元の確
認をすることを心がけましょう。

雪かきのお願い
　消火栓の雪かきについては、日ごろ住民の皆さまのご協力により実施していただき、ありがとうござい
ます。もし、ご自宅付近で消火栓の上に雪が積もっているのを見かけましたら、雪かきをしていただくよ
うご理解とご協力をお願いします。

年末年始、火の用心！

火の元よし！

（（1919）） みよた広報 やまゆり みよた広報 やまゆり11月号月号


